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様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名

計画期間

モニタリング実施時期

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ あり なし

－ ○

－ × ●

－ ○

基準年度 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

7,500 H15 8,700

４）定量的に表現できない
　　定性的な効果発現
　　状況

●

●

変更した理由、目標・数値指
標への影響等

当初計画どおり実施した事業

当初計画から変更した事業
（変更した内容）

指標

指標

事後評価実施時期

単位

単位

人

土地区画整理事業(城東地区)、まちづくり活動推進事業(まちづくり活動推進支援、ワークショップによる公園計画，樹木の里親制度)

・公園(近隣公園):【事業費:144百万円→96百万円】
・公園(街区公園):【事業費:296百万円→283百万円】
・まちづくり活動推進事業(ワークショップによる公園計画):【事業費:0.3百万円→0.1百万円】

総合所見

効果発現要因

・公園(近隣公園):整備内容の見直しによる事業費の減額(目標･数値指標への影響なし)
・公園(街区公園):整備内容の見直しによる事業費の減額(目標･数値指標への影響なし)
・まちづくり活動推進事業(ワークショップによる公園計画):事業内容の見直しによる事業費の減額(目標･数値指標への影響なし)

総合所見
・土地区画整理事業や公園事業により，公共施設の整備改善や，宅地の利用増進を図り，良好な環境を
有する安全で快適なまちづくりを行ってきた。
・このため，目標値を上回る人口増加が見られ，魅力ある住居空間の創出の効果発現が認めれられた。

従前値 数値 効果発現要因

・土地区画整理事業の実施により，区画道路を整備すると共に，雨水排水施設の整備を行ったことで，
床上・床下浸水がなくなったことから，防災機能に優れた環境整備の効果発現が認められた。

・土地区画整理事業の実施により，区画道路を整備したことについて，利便性・安全性に優れた環境整
備を計るため，当指標を用い，整備に対する効果発現を求めた。
・しかし，インターネットなどの普及により，図書貸出冊数が減少してしまったことが推測され目標とした数
値を達成せず，十分な効果発現が認められなかった。

宇都宮東地区

平成20年５月

宇都宮市

平成16年度～平成19年度

平成19年５月～平成20年３月

地区名

フォローアップ実施時期

今後の対応方針等

引き続き公園愛護会の設立に向け，働きかけていく。

公園愛護会の設立，樹木の里親制度への登録に向け，引き続き
働きかけていく。

達成度 達成見込みの有無

実施状況

冊

戸

人

公園整備事業の実施にあたり，住民と協働でワークショップを行ったことで，地域住民のニーズを的確に捉え，施設等の整備内容に反映することができたことから，公園への住民の愛着が深まった。また，幅広
い年齢層に利用され，地域コミュニティの向上につながったことや，特に近隣公園では地域住民による防災訓練も行われ，防災意識が高まっている。

・土地区画整理事業の実施により，区画道路を整備したことで地区内の公益施設へのアクセス性を計っ
た結果，コミュニティーセンターへの利用者が増加している事実が認められたことにより，利便性・安全性
に優れた環境整備の効果発現が認められた。

予定どおり構築できた・公園愛護会の設立
・樹木の里親制度の導入

予定したが構築しなかった・できなかった

予定していなかったが構築した

予定したが実施しなかった・できなかった

予定どおり実施できた

予定していなかったが実施した

予定したが実施しなかった・できなかった

その他の
数値指標1

その他の
数値指標2

その他の
数値指標3

地域コミュニティーの向上

持続的なまちづくり

人口定着

指標2

指標3

市立図書館貸出冊数

河川氾濫による浸水状況

指標1

評価項目

なし

・公園整備計画についてワークショップによ
り策定

３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

５）実施過程の評価

２）都市再生整備計画に
　　記載した数値目標の
　　達成状況

１）事業の実施状況

栃木県

平成16年度～平成19年度

モニタリング

住民参加プロセス

－

実施内容

市町村名

まちづくり交付金交付期間

予定どおり実施できた

予定していなかったが実施した

 1



様式２－２　まちづくり交付金の成果及び今後のまちづくり　

43(H3)→0(H19)
7,500(H15)→8,700(H19)

広域都市圏の拠点都市としてふさわしい
魅力ある地域づくり

今後のまちづくりの方策
（改善策を含む）

●コミュニティづくり
コミュニティーセンター等を活用して住民が地域交流を促進し魅力あるまちづくりを進めるためにコミュニティーづくりを支援する。
●公園・緑地の継続的な維持管理体制づくり
公園づくりワークショップにより育まれた公園への愛着を継続させるため，樹木の里親制度や公園愛護会など住民参加の活動を今後も支援する。
●学校周辺の安全性の向上
子どもたちが安全で快適な環境で過ごせるように、通学路の危険な箇所の改善や不審者対策として地元住民によるパトロールなど安全向上に努める。
●防災対策
市、消防、地元住民の皆さんが協力して、避難所や消火栓など災害時に必要な情報を収集し、地元住民の防災意識の向上を図る。

宇都宮東地区（栃木県宇都宮市）　まちづくり交付金の成果概要

まちづくりの目標
まちづくり交付金の

代表的成果

人口定着(人)
河川氾濫による浸水状況(戸)
地域コミュニティーの向上(人)

13,000(H4)→17,000(H19)

城東地区

土地区画整理事業（道路）施工後

■基幹事業
近隣公園（１箇所）
街区公園（７箇所）

○関連事業
公共下水道事業
（2.35ｈａ）

□提案事業
まちづくり活動推進支援

□提案事業
ワークショップによる公園計画

□提案事業
樹木の里親制度

■基幹事業
○関連事業（道路特会）
城東土地区画整理事業(26.1ha）

土地区画整理事業（道路）施工後

○関連事業（道路特会）
駅東第三土地区画整理事業
（121.7ｈａ）

ワークショップ

公園施工後
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